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好 きかは知 らない。た だ、村上 春樹 の訳が 出

た とき、僕 はすで にかな りの大 人になっていて、

今 さ ら支離 滅裂 なホ ールデ ンに も う一度 つ き

あお うとい う気が 全然 なか った。 だか ら、今

で もJ.D.Salinger"丁 地 σα亡che「fη疏eRシe"

の 翻 訳 といえば、「キャ ッチ ャー ・イ ン ・ザ ・

ライ」 で はな くて、や っぱ り 「ライ麦畑 でつ

かまえて」、略 して、「ライつか」だ。だいたい、大正

生 まれの野崎孝 が"丁 地Cα 亡cher加 亡heR解"

を 「ラ イ麦畑 でつ か まえて」 な んて思 わせ ぶ

りな訳 し方 を した とい うこ とだ けで称 賛 に値

する4。 まった くの憶 測 だけ ど 「ラ イ麦畑 の捕

獲 者」 とい うような直訳 では、「これ じゃ江 戸

川乱歩 だ よなあ5。N.Y.の 話 なの に感 じが 出な

い よ。」 と思 ったのか もしれない。

この原稿 を 「図書 館 と私」 とい う仮題 で依

頼 されて、内容 はすべ て任せ て もらえるとい う。

その ときこの 「キ ャ ッチ ャー ・イ ン ・ザ ・ラ

イブラ リー」 とい う題名 が思 い浮か んだ。 「ラ

イ」 まで一緒 で、「ライ麦畑 でつか まえて」 な

らぬ 「図書館 書庫 でつ か まえて」 と言 えそ う

だ し、「キ ャッチ ャー」 と 「ライブラ リー」 で
　 　 　 　 　

シンメ トリー を構 成す るキ ャ ッチ ーな タイ ト

ルだ と少 しだけ 自画 自賛 した りしている6。
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 If you really want to hear about it, the first 

thing you'll probably want to know is 

where I was born, and what my lousy 

childhood was like, and how my parents 

were occupied and all before they had me, 

and all that David Copperfield kind of 

crap, but I don't feel like going into it.1 

 J.D. SALINGER, The Catcher in the Rye

も しも君が 、 ほん とに この話 を聞 きた

いん な らだ な、 まず、僕 が どこで生 まれ

た とか 、チ ャチ な幼 年時代 は どんなだ っ

たのか とか 、僕 が生 まれ る前 に両親 は何

をや ってた か とか、そ うい った 《デー ヴ

ィッ ド ・カパ ー フ ィール ド》 式の くだ ん

ない こ とか ら聞 きたが るか もしれ ない け

どさ、実 をい う と僕 は、そ んな こ とは し

ゃべ りた くないんだな。2

野 崎孝訳 『ライ麦畑でつか まえて」

2

1か 月 に10冊 の 本 を読 む人 を"読 書家"と 言

って も異論 は ない と思 う。で も、 そん な読 書

家 で も、1年 に読 めるのは120冊 、10年 で1,200

冊 、100年 で12,000冊 。近畿大 学中央 図書館 の

蔵書 が141万 冊 を超 える とい うか ら7、 すべて を

読 み切 ろう とす れば何十 世紀 もの寿命 が必 要

になる。 しか も、年々所蔵数 は増 えてい くか ら、

さらにその年数 は日を追 うごとに延 びて しまう。

こう して話 を始 め る となる と、君 は ま

ず最 初 に、僕 が どこで生 まれた とか、 ど

んなみ っともない子 ども時代 を送った とか、

僕 が生 まれ る前 に両 親が何 を していた か

とか、 その手 の デ イヴ ィッ ド ・カ ッパ フ

ィール ド的 な し ょう もない あれ これ を知

りたが るか もしれない。 で もは っ き り言

って ね、そ の手 の話 をす る気 になれ ない

んだよ。3

村 上春樹訳 『キャッチャー ・イン ・ザ ・ライ』

君が、野崎孝 と村上春樹のどちらの翻訳が



知的財産法関係の古い文献は法律の棚にな

いか ら、あちこち探 しにいかな くちゃいけな

くて10、そんな苦労のおかげかどうかは分から

ないけど、「この辺 りにあるようだ」 と棚に並

ぶ本の背表紙 を注視 してい くと、図書館の神

様が粋 なことをして くれる ときがある。気 に

なるタイ トルの本だか ら手に取 ってみて、目

次で関連箇所 らしきところを開いて読 んでみ

ると…

「な ん じ ゃ、 こ り ゃ あ あ」11

と言 っ ちゃ う くらいそ のテ ーマ を ピンポイ ン

トで論 じて シビ レる内容 なのに、OPACで 引 っ

かか らず、 見た こ とも聞い た こと もない本 が

そ こにあ った りす る。 そ うや って 出会 った本

を論文 で引用 して、脚注 をつ けて この平成 の

時代 に紹介で きることはかな り嬉 しい気分。 「こ

ん な文献 を発 掘 しま した っ」 的 な自慢 め いた

もの もあ るけれ ど、そ の著者 とは、生 きてい

る時代 が全然 違 って 、当然 、会 った こと もな

いの に、本 を通せ ば、他 人 とは思 えない親 近

感がわいて くる。活字 の力だ。

絶対、ムリ。

時間的にも、仕事的にも、読むもののジャ

ンルが限られる し、絞 り込 まざるをえない。

僕の専門は知的財産法8といって、最近"知 財"

って略称 もついて少 し注 目された りしている。

知財 に限らず、法律学の中心は法律の条文の

解釈 にあって、いろいろな解釈の方法がある

けど、その1つ に、沿革 を遡って、それぞれ

の時代にどの ように考 えられてきたか、そ も

そも法律 を作った人たちが どのように考 えて

いたのかとい うことを調べていくアプローチ

の仕方がある。このことは結構、重要かつ説

得力ある論述につながることが少 なくない。

法律 は、その時々の社会情勢が色濃 く反映 さ

れているもので、そこの ところを分かってな

かった りすると間違った解釈をして しまう。

最近、会社法が制定 された り信託法が全面的

に改正 されたりしたけど、だか らといって今

の法律だけが大事 なん じゃなくて、結局、そ

れがどうしてそうされる必要があったのかが

分かっていなければ、少な くとも研究者 とし

ての姿勢がなってないと思う。法律学では"温

故知新"が 日常茶飯事でない といけないんだ

と感 じている。

4

今、慶鷹 とGoogleが 提携 して著作権の切れ

た蔵書の電子化を始めたりしているけど12、き

っと、もっと技術が進んでOPACで 画像情報が

バンバ ン出て くるようになる気がする。電子

図書館 というのはそういうものか もしれない。

で も、ぜ ひお願いしたいのは、検索が しやす

ければいいとか本の内容が分かればいい とか

とい うことばか りでなくて、本棚に本が並ん

でいる状態を映 し出す ようなアナログ感を出

すことを大事 にしてほしい。そうすれば、書

庫で起 きる素敵な出来事が追体験できて、知

識の幅 も絶対広がる。そ して、ネットで他の

図書館の棚 も見 られれば、さらに楽 しくなる13。

つ まり、僕が言いたいことは、図書館の醍

醐味は"書 庫"に あるってい うことなんだ。

開架の本 なんて図書館全体か ら見れば新人の

部類で、ベテランの魎蓄や長老の含蓄ある話

3

僕が学部生だった頃は図書 カー ドなんてな

かなか職人芸 を要するような検索方法がまだ

まだ幅を利かせていたけど、今 じゃOPACっ て

いう便利な ものがめちゃめちゃ進化 して、キ

ーワー ド、書名、発行年、著者名等々、何で

も打 ち込めば、いろいろ出て くる、出て くる。

IT技術の発展ってすばらしい。

最近のものは自分で持っているか ら、図書

館にお世話になるのは神保町9で も見かけたこ

とがないような古 くてレアな文献が対象になる。

そうい うものは開架の棚にはなくて、書庫に

置かれている。そのこともOPACで 一目瞭然。

書庫は特別な区域だ。 どこの図書館でも書

庫 に入るには手続が必要で、身分が明 らかで

なければ入れないのだか ら、ちょっとした会

員制 クラブの気分(か もしれない)。

一10一



翻 訳 を出 版 した と き、 翻 訳 契 約 に か ら んで サ リ ンジ

ャー の エ ー ジ ェ ン トか ら五 項 目 に わ た るい ろ い ろ な

要 請 が あ っ た 。 そ の 中 に、 本 の題 名 は 英 語 の原 題 を

文 字 通 りに翻 訳 すべ き こ と、 本 の 中 に も表 紙 に もジ

ャケ ッ トに も作 者 の顔 写 真 そ の他 い か な る写 真 を も

使 用 して は な らな い こ と な どに ま じ って 、 作 者 の 伝

記 的 事 実 を書 き添 え て は な らぬ 、 序 文 ・は しが きの

類 い もま た 同断 で あ る とい う趣 旨 の条 項 が あ った 。」

とい う(J.D.サ リ ン ジ ャ ー(野 崎 孝 訳)「 ナ イ ン ・ス

トー リ ー ズ』(新 潮 社 、1974年)294頁)。 ま た 、 こ

の 「あ とが き」 か らは 「ナ イ ン ・ス トー リ ー ズ』 に

も同 様 な契 約 が あ っ た よ う な こ とが 伺 え る書 き振 り

で あ る 。 した が っ て 、"TheCatcherintheRye"に

つ い て も、 同様 の 契 約 が あ る こ とが 推 測 さ れ る 。村

上 春 樹 も 「本 書 に は訳 者 の 解 説 が加 え られ る予 定 で

した が 、 原 著 者 の 要 請 に よ り、 また 契 約 の 条 項 に 基

づ き、 それ が不可 能 にな りま した。」 と記 してい る(村

上 春 樹訳 ・前 掲註(3)362頁)。 村上 春樹 訳 の題 名 が 「キ

ャ ッチ ャ ー ・イ ン ・ザ ・ラ イ」 とな って い る こ とは 、

野 崎 孝 訳 と識 別 す る 必 要 性 が あ っ た こ と も推 測 され

る が 、 翻 訳 契 約 に題 名 の 件 が 含 まれ て い た の か も し

れ な い 。

野 崎 孝 が 「ラ イ麦畑 で つ か ま え て 』 とい う邦 題 を

つ け られ た こ とに つ い て は、 そ の よ う な契 約 が 当 時

な か った の か 、 あ っ た と して契 約 違 反 で は な か っ た

の か とい う点 は法 律 学 の観 点 か ら も興 味 深 い 。

また 、 実 は"71heCatcherintheRye"が 米 国 で 出

版 され た 翌 年 の1952年(昭 和27年)に 早 く も橋 本 福

夫 に よ る 邦 訳 『危 険 な年 齢 』(ダ ヴ ィ ッ ド社)が 発

行 され て い る 。 そ の 「あ と が き」 に よ れ ば 、 「こ の

小 説 の 本 来 の題 名 はTheCatcherintheRyeで あ る 。

しい て訳 せ ば 、 「ラ イ 麦 畑 で と ら ま え る者 』 と い う

こ と に な る。 こ れ で は 何 の 意 味 か わ か りか ね る し、

わ た し に も適 当 な 表 題 が 思 い つ け な か つ た の で 、 ダ

ヴ ィ ッ ド社 にお まか せ した 次 第 で あ っ た 。」 と い う

(J・D・ サ リ ン ガ ー(橋 本 福 夫 訳)「 危 険 な年 齢 』

新 装 初 版(ダ ヴ ィッ ド社 、1955年)252頁)。 当 時 は 、

まだ サ リ ン ジ ャ ー も新 人 作 家 に 数 え られ て い た は ず

で あ り、 そ れ ほ ど強 気 な条 件 を 出 せ る 力 関 係 に な か

っ た よ うで あ る 。 著 作 権 工 一 ジ ェ ン ト表 記 も、橋 本

福 夫 訳 版 で は"OriginallycopyrightedbyJ.D.

SalingerCopyrightedinJapanbyGeorgeThomas

Folster"と な っ て い るが 、 野 崎孝 訳 版 で は"Japanese

languagepaperbackrightsarrangedwithJ.D.

Salingerc/oHaroldOberAssociatesInc.,NewYork

throughTuttle-MoriAgency,Inc.,Tokyo"、 村上 春 樹

訳 版 で は"Japanesetranslationrightsarranged

を聞 きたい んだ った ら書庫 に入 らな くち ゃい

けない。 そ して、書庫 に入 って、 目的の本 を

目指 す途 中 、見た こ と もない本 に思 いがけず

出会 うこ とが 図書館利 用 の本当 の面 白 さを知

る ことにつ なが る。書 庫 には、誰 も借 りた こ

とが ない、下手 す れば誰 も手 に取 って開い た

こ とが ない、 で も利 用 されたが って待 って い

る本 が た くさんあ る。だ か ら、 ホー ルデ ン的

な表現 をす るな ら、"rdjustbethecatcherin

thelibrαryandall.(「 図 書館書庫のつか まえ

役、そ ういったものに僕はな りたいんだよ。」)珂"

っ て思 っている。

1)J.D.サ リ ンジ ャー 「ラ イ麦 畑 で つ か まえ てThe

CatcherintheRye』 講 談 社 英 語 文 庫(講 談 社 イ ン タ

ー ナ シ ョナ ル、1gg1年)5頁 。

2)J.D.サ リ ンジ ャー ・野 崎 孝訳 「ラ イ麦 畑 で つ か ま

え て』 白水Uブ ックス(白 水 社 、lg84年)5頁 。

3)J.D.サ リン ジ ャー ・村 上 春樹 訳 『キ ャ ッチ ャ ー ・

イ ン ・ザ ・ラ イ』 ペ ーパ ー バ ック ・エ デ ィ シ ョン(白

水 社 、2006年)5頁 。

4)原 典 で は 、"TheCatcherintheRye"と い う題 名

は本 文 中 の"1'djustbethecatcherintheryeand

all."と い う1文(サ リ ンジ ャー ・前 掲 註(1)265頁)

に 由来 す る が 、 野 崎 孝 は この 部 分 を 「ラ イ 麦 畑 の つ

か ま え役 、 そ うい っ た もの に僕 はな りた い ん だ よ。」

と訳 して い る(野 崎 孝 訳 ・前 掲 註(2)26g頁)。 邦 題

の 「ラ イ麦 畑 でつ か ま え て』 とい う の は"Ifabody

catchabodycomin'throughtherye"(サ リン ジ ャ

ー ・前 掲 註(1)265頁)を 訳 した 部 分 か ら取 ら れ て い

る(野 崎 孝 訳 ・前 掲 註(2)268頁)。 しか し、 この 日

本 語 訳 に は 疑 問 が あ る。 実 際 、"Ifabodymeeta

bodycomingthroughtherye"(サ リン ジ ャ ー ・前

掲 註(1)265頁)は 「ラ イ麦 畑 で 会 う な ら ば」 と訳 さ

れ て い る(野 崎 孝 訳 ・前 掲 註(2)26g頁)。 す なわ ち、

野 崎 孝 は サ リ ン ジ ャ ー とは 異 な る別 の部 分 か ら題 名

を取 り、 さ ら にサ リ ンジ ャー の 原 文 とは離 れ た 意 味

に訳 した もの を邦 題 に した こ と に な り、 そ こ に は何

ら か の意 図 が 感 じ られ る(た だ し、 私 に は そ れ が 何

か は分 か ら な い。)。

一 方 で
、 サ リ ン ジ ャ ー の 作 品 を翻 訳 す る にあ た っ

て は契約 に よる制 約 が 多 くあ る よ うで あ る。 野 崎孝 が 、

や は りサ リ ン ジ ャ ー の作 品 で あ る 「ナ イ ン ・ス トー

リー ズ 』 文庫 版 の 「あ とが き」 で 次 の よ うな 興 味 深

い こ と を記 して い る 。 「 『フ ラニ ー と ゾ ー イ ー 』 の
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校であった。〕、本郷:東 大、早稲田:早 稲田)の 学

生が勉強のため使用する書籍の売買 を行っていたた

めであるが、最近は学生が新刊本 を買わず、したが

って売らず、古書の流通自体が滞っているという背

景がある。

10)法 律文献の請求記号は320～g番 台であるが、知

的財産法はニッチな存在として扱われ、そこに分類

されてこなかったという暗い過去がある。著作権法

は図書館関係の021番 台 、特許法 ・商標法等は工業

関係の507番 台 、不正競争防止法は商業関係の671番

台 に分類されてきた。現在では、知的財産法 という

法律文献 として328.5番 台 に分類 されることも増え

てきた。

11)も ちろん、「太陽にほえろ!」 で松田優作演 じる

ジーパンこと柴田純刑事殉職シーンの名セリフである。

12)慶 慮 義塾サイ トhttp:〃www.keio.ac.jp/

news/070710.html。

13)以 前 、国立国会図書館で非常勤調査員をしてい

たことがあるが、その経験か らすると、同図書館の

書庫での実現が個人的な希望である。当時、その書

庫 を利用 していたが、やはり蔵書量は他を圧倒 して

いる。ある文献 を探 しに行 くと、必ず新たな発見が

あったものである。

14)註(4)参 照。

withHaroldOberAssociatesInc.,NewYorkthrough

Tuttle-MoriAgency,Inc.,Tokyo"と な っ てい る。 後

2者 は 日本 の 翻 訳 出 版 界 マ ー ケ ッ トで シ ェ ア60%を

占 め る 国 内 最 大 手 の 海外 著 作 権 工 一 ジ ェ ン ト、 株 式

会 社 タ トル ・モ リ エ イ ジ ェ ン シ ー(同 社 サ イ ト

http://www.tuttlemori.com/history _j.html)に よ る

もの で あ り、 強 気 な契 約 内 容 で も押 せ る の は 理 解 で

きるが 、 橋 本 福 夫 訳 版 の"GeorgeThomasFolster"

と い うエ ー ジ ェ ン トの詳 細 は 不 明 で あ る 。 米 国 放 送

局NBC日 本 特 派 員 に 同 名 の 者 が い た よ う で あ る が

(TIME誌 サ イ トhttp://www.time.com/time/magazine/

article/o,g171,854216,00.html?promoidニgooglep)、 同

一 人物 で あ る か は確 認 で きて い な い
。

な お 、 橋 本 福 夫 に よ る 冒 頭 部 分 の訳 は 「諸 君 が ほ

ん と うに僕 の 話 を 聞 きた が つ て い る と して も、 諸 君

の 知 りた が るの は、 き まつ て 、 第 一 に 、僕 が ど こ で

生 ま れ 、 幼 年 時 代 は どん な ふ う だつ た とか 、 両 親 は

ど ん な職 業 につ い て い て 、 僕 を生 む前 に は ど ん な生

活 を して い た とか 、何 だ とか い つ た よ うな 、 デ ー ヴ

ィ ッ ド ・カ ッパ ー フ ィー ル ド式 の 身 の上 話 な ん だ ろ

うが 、正 直 な は な し、僕 は そ ん な こ とを 喋 りた て る

気 に は な れ な い ん だ。」と い う もの で あ る。"YOU"

を 「諸 君 」 と複 数 形 で訳 して い る点 が 特 徴 的 で あ る。

5)も ち ろ ん 「屋 根 裏 の散 歩 者 」 を指 す(現 在 、 容 易

に 入 手 可 能 な もの と して 「江 戸 川 乱 歩 全 集 第1巻 屋

根 裏 の 散 歩 者 』(光 文 社 、2004年)。)。

6)実 際 に は"Rye"と"Library"で はRとLで 発 音

が 異 な り、 「チ ャー」 と 「リー」 も韻 を踏 ん で い な い。

ただ し、 カ タカ ナ な ら"Rye"と"Li"は 両方 「ライ」

とい う表 記 に な り、 「チ ャー」 と 「リー」 も両方 「一」

で 終 わ っ て い る た め 、見 た 目で はバ ラ ンス が 取 れ て

い る と い う程 度 の こ とで あ る。

7)近 畿 大 学 中央 図 書 館 サ イ ト

http://www.clib.kindai.ac.jp/aboutus.html#welcome。

8)「 知 的 財 産 法 」 とい う名 称 の法 律 は 存 在 しない 。

形 の な い 情 報 で あ る無 体 物 を対 象 とす る著 作 権 法 、

特 許 法 、 実 用 新 案 法 、意 匠 法 、 商 標 法 、不 正 競 争 防

止 法 、種 苗 法 、 知 的財 産 基本 法 等 の総 称 と して 知 的

財 産 法 と い う言 葉 が 使 われ て い る。

g)東 京 都 千 代 田 区神 田神 保 町 に あ る世 界 的 に著 名 な

古 書 店 街 。 主 に駿 河 台 下 交 差 点 か ら専 大 前 交 差 点 あ

た りま で の 靖 国 通 り沿 い に 古 書 店 が 並 ぶ 。 た だ し、

近 年 、 法 律 文 献 を扱 う店 の廃 業 ・転 業 が増 え て い る。

同様 の傾 向 は、本 郷 や 早 稲 田 に も見 られ る。 そ もそ も、

こ れ らの 古 書 店 街 が 発 展 した の は 、 そ こ にあ る大 学

(神 保 町:法 政 ・明 治 ・日大 ・専 修 お よび 多 摩 移 転

前 の 中 央 〔この5大 学 は す べ て 、 そ の 出 発 が 法律 学


